
軽減税率対策補助金を利用して、
奉行シリーズを
お得に導入いただけます

今が導入のチャンスです‼

詳しくは、裏面をご確認ください

軽減税率対策補助金 C型（請求書管理システムの改修等支援）

補助対象期間 2019年1月1日～9月30日まで
（補助金交付申請受付期間 2019年12月16日）

「奉行シリーズ」は、軽減税率対策補助金（C型）の対象製品です。

販売管理システムをご検討中の中小企業の皆様へ

販売管理
システム

区分記載
請求書
発行機能

• 商蔵奉行ｉ10 ・商奉行クラウド

• 商奉行VERP10 ・商蔵奉行V ERP10
• 勘定奉行＋債権管理オプションPro

C-1型 指定事業者改修・導入型 C-2型 ソフトウェア自己導入型

改修・入替をシステムベンダー等に発注・実施する場合請
け負う指定事業者による代理申請

中小企業・小規模事業者等自らパッケージ製品・サービス
を購入し導入する場合

日頃から軽減税率対象商品を取引しており、
軽減税率に対応した請求書の発行を円滑
に行うために、請求書管理システムを改修・
導入する場合に活用できる補助金です。

1件でも対象品目の取扱いのある企業は活用をご検討ください！
下記のいずれかの方法で申請いただけます

対象製品

⚫ 上記の期間に導入を終え、支払いを完了する必要があります。
導入完了後、これに係る代金の支払い完了後に速やかに補助金申請を行ってください。

⚫ リース契約を利用する場合は、リース契約日およびリース開始日が当該期間であることが必要です。
リースの開始日以降に補助金申請を行ってください。

軽減税率対策補助金



軽減税率対策補助金とは

2019年9月30日までに導入完了分が対象

●交付される補助額

●申請要件

●申請・導入のSTEP

販売代理店

要件を確認する
申請要件や補助内容を確認し
自社が補助対象であることを

確認する

対象製品を導入します

製品の購入・導入・支払まで
完了します。

必要書類を揃え
申請書を提出します

必要な交付申請書や書類を
揃えて補助金事務局へ郵送します。

消費税・軽減税率への対応が必要となる中小企業・小規模事業者の方々が、複数税率対応レジの導入や、
受発注システム・請求書管理システムの改修などを行うにあたって、その導入費用を国が支援してくれる補助金制度です。
このうち、C型は、軽減税率に対応するための請求書管理システムの改修・導入が対象となります。

①中小企業・小規模事業者等であること

②事業者間で日頃から軽減税率対象品目を取り扱い、請求書を発行していること

③軽減税率に対応するため請求書発行システムを改修・導入する必要があること

• 補助対象範囲外の機能を含むパッケージ製品は1/2を補助経費とし、これに補助率（3/4）を乗じるものとなります。1円未満は切り捨てとなります。

• 保守料金は補助対象外です。また、クラウドサービスの場合、初期費用が対象となり、利用料金は補助対象となりません。

• 教育費用は、C-1型（指定事業者改修・導入型）の場合のみ補助対象となります。指定事業者による申請が必要となります。

• 請求書発行に必要となるプリンター、PC等の費用（物品費）は、１事業者あたり10万円を上限として補助対象とできます。補助率は1/2となります。

商蔵奉行 Anniversary Edition

Single を購入する場合

申請要件やステップなどの詳細は、軽減税率対策補助金事務局 公式Webサイト（http://kzt-hojo.jp/）または申請窓口にてご確認ください。

42万円 26.25万円に！
実質負担額

お客様自身で
申請する場合
C-2 自己導入型

指定事業者
事務局へ登録・認定を受けた
ITベンダー・サービス事業者

に相談する

対象製品を導入します

製品の購入・導入・支払まで
完了します。

指定事業者が
交付申請します

事業完了報告書には事業者の支
払の証憑をつけることが必須です。

販売代理店に代理申請
を依頼する場合

C-1 指定事業者改修・導入型

要件を満たす請求書管理システムのソフトウェアの 3/8（約38％）が補助対象となります。

対象製品に関するご質問・導入検討に関するご相談は下記の窓口にお問い合わせください

商蔵奉行 VERP10
Standard Edition 20ライセンス
を購入する場合

お客様の負担が15.75万円 軽減されます！

活用例

１
活用例

２

374万円 233.75万円に！
実質負担額

お客様の負担が140.25万円 軽減されます！

通常価格 通常価格

http://kzt-hojo.jp/

